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１．はじめに

コマは６世紀頃から大陸から日本に伝わ

り現在様々なコマが存在する。その中には

「竹製の鳴り独楽」や「木製の江戸鳴り独

楽」のように，日本独自の発展したコマも

数多くある。事前調査ではコマをつくった

経験のある生徒は皆無であり，コマ自体を

回した経験が無い生徒も30％以上いること

がわかった。コマを製作する場合に多くは

旋盤を利用して製作することが一般的であ

る。それは，回転するコマは中心軸が重要

であり，旋盤を利用することで製作する精

度が高くなるからである。中学校技術分野

でも昭和30年頃まで旋盤を使った授業が行

われたこともあった。しかし現在，中学校

では旋盤を設置している学校は少なく，精

度の高いコマを製作することは難しい。

本研究では自由に構想したコマを３Ｄプ

リンタで製作し，授業で回して改善してい

くこととする。その過程で，３Ｄプリンタ

がどのような技術であるのか学び，長く回

るコマを製作するためにはどのようなコマ

をつくればよいのか授業の事前と事後にア

ンケート調査を行い，その結果を検討した。

２．実験授業

２－１ 研究対象

対象とした生徒は，山梨県甲府市内のF

中学校の第２学年39名であった。男子19名，

女子20名であった。

２－２ 調査時期

平成27年10月に行った。

２－３ 研究方法

事前・事後調査問題を図２に記す。５題

で構成されている。

２－４ 実験授業の内容

３Ｄプリンタの基本的な仕組みを学習さ

せ，３Ｄプリンタとは現在普及しているイ

ンクジェットプリンタの延長線上にあるこ

とを理解させた。また，３Ｄプリンタで製

作するためにはソフトウェアで設計をする

必要があり，ソフトウェアの簡単な使い方

も習得させた。

材料と加工に関する技術７時間の中で，

単元の目標として「３Ｄプリンタを活用し

て自分でつくったコマを回そう」の授業を

行った。

実験授業の内容として，まず回り続ける

コマを技術室にある工具でつくるとどのよ

うなコマができるか知らせた。より回り続

けるコマをつくるためには，旋盤を使用し

たりする必要があること。製作方法の一つ

として３Ｄプリンタをあげて３Ｄプリンタ

でどのようにして製作するのか知らせた。

生徒にはコンピュータ上のソフトを使っ

て自由にコマを構想させ３Ｄプリンタで印

刷をさせた。できあがったコマを回して，

コマが回っている時間や，様子を観察させ

た。

次に，コマが長く回り続けるために必要

な簡単な要素を生徒に提示し，自分がつく

っているコマがより長時間回り続けるには

どのように改善していく必要があるのか考

えさせた。その中で，長く回り続けるため

の要素と，すぐコマが倒れてしまう要素を

比較しながら説明をした。（図２）

図1 事前・事後調査問題



３．結果および考察

問題１の調査結果を図３に示す。前段が

事前調査，後段が事後調査結果となってい

る。長く回るコマの形状を問う結果である。

コマの重心について問う問題１の①では，

事前は50％，事後では98％の正答率であっ

た。重心が高いとコマを倒そうとするトル

クが大きくなるという問いである問題１の

③では，事前では０％，事後では98％の正

答率となった。軸の位置を問う問題１の④

は事前では58％，事後では100％の正答率

であった。重心を問う問題１の⑤では，事

前では50％，事後では98％となった。

問題２の調査結果を図４示す。慣性につ

いて問う問題２の⑥では事前が０％，事後

では100％となった。慣性モーメントを問

う問題２の⑦では，同じく事前では０％，

事後では100％となった。このことから慣

性について，この授業を元に学ぶことがで

きたと考えられた。

図2 コマの比較を授業中

図3 問題1調査結果

問題４の授業を通して一番興味があった

ところについては

・「3Dプリンタでコマをつくるところ。」

・「コマの形や重さひとつで回る時間が大

きく変化すること。」

などが意見として記述されていた。

問題５の授業の中で理解しにくかったと

ころについては

・「慣性と慣性モーメント」

・「ＣＡＤソフトウェアの機能」

などが意見として記述されていた。

実験授業では全ての項目において回答率

が大きく上昇しているが，理解しにくかっ

たところの意見として慣性を説明する教材

の提示方法や授業の進め方も改善が必要と

考えられた

４．おわりに

本研究では，中学生に「３Ｄプリンタを

活用して自分でつくったコマを回そう」の

実験授業を行った。３Ｄプリンタという新

しい技術をコマづくりを行う過程で学習す

ると同時に，長く回るコマをつくるために

はどのようなコマをつくればよいのか考え

させた結果，正しく理解していることがわ

かった。
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図4 問題2調査結果


